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コープみらいは誰もが安心してくらせる地域づくりに取り組んでいます。その一環として、千葉県と協力してくらしに関する情報をお知らせします。

平成３０年冬の交通安全運動が始まります

千葉県消費者センター
●相談専用電話　TEL 047-434-0999
●相談受付時間　月～金曜日 9時～16時30分　土曜日 9時～16時

このほか、お住まいの市町村の消費生活相談窓口でも受け付けています。
お住まいの地域の市町村や都道府県の消費生活相談窓口をご案内する3桁の電話番号

消費者ホットライン　局番なしの「 1 8 8 」
い　や　や

【日曜・祝日・年末年始はお休み】

TEL 043-223-2263問い合わせ 千葉県環境生活部くらし安全推進課交通安全対策室

問い合わせ TEL 0475-33-1002（9時～18時）げんきの里 ひまわり

げんきの里ひまわり大感謝祭セール大感謝祭セール
日　時

場　所

内　容

12月2日（日） 9時～15時
地元の新鮮野菜を特別価格にてご奉仕！
焼きそば・焼き芋・おでん・焼き鳥の販売！
お餅、豚汁の無料配布！！（なくなり次第終了）
お餅は10時30分から開始です
コープみらいのイベントも開催！

エコバッグを
プレゼント！

1,000円以上

お買い上げの
方に

先着500名様
限り

（農）長生産直はコープみらいの提携産地です。

（農）長生産直 げんきの里 ひまわり
（千葉県長生郡白子町北高根3633）

小雨決行

高額収入を得る方法を教えると強調された広告を見て連絡をしたところ、
「高額な契約をすれば副業や投資等で儲けることができるノウハウを教え
る」と勧誘されたので契約したが、実際は説明とは異なり儲からなかった。
SNSで知り合った人から儲かる話があると誘われ、投資に関するセミナー
に出向いた。セミナー後１２０万円の投資ノウハウのソフトが今なら半額の
６０万円と言われ契約したが、内容は極めて一般的なもので価値のないも
のだった。

※情報商材とは、インターネットを通じて、儲け話、内職、ギャンブルなどで高額収入を得るためのノウハウと称し
て販売されている情報のことです。多くはPDFなどのファイルをダウンロードするなどの形で提供されますが、
事業者によっては、パソコンソフト、冊子やDVDに加工して契約者に送付する場合もあります。

お酒を飲んだら、公共交通機関や運転代行を利用
すること。また、飲酒運転を避けるために、自動車を
飲食店に持っていかないなどの対策を。

飲酒が予想される会合等に車や自転車で出かけないよう声を掛けましょう。
また、車で出掛ける際には、二日酔いなどアルコールの影響がないか確認しましょう。

子どもや高齢者が出掛ける際は、交通事故に遭わないよう交通安全の「ひとこえ」を掛
けましょう。特に、早朝や夕方、夜間の外出の際には、運転者に自身の存在を知らせるた
め、明るい目立つ色の服装を選び、一つでも多く反射材を身につけるように促しましょう。

運転するおそれがある人にはお酒
を勧めたり、飲ませたりしないこと。

飲酒した人には絶対に運転させないこと。
飲酒運転の車に同乗しないこと。
飲食店側では飲酒運転防止のため、
帰りの交通手段を確認するなどの対策を。

●販売目的を告げられずに呼び出され契約した場合など、勧誘方法によりクーリング・
オフが可能な場合があります。

●情報商材は契約前に中身を確かめることができません。詐欺的なものもあるので怪
しいと思ったら連絡しないようにしましょう。

●インターネット上の誇大な広告や誘い文句をうのみにしないようにしましょう。

●不安に思った場合やトラブルになった場合は下記の相談窓口に相談してください。

【相談事例】 【アドバイス】
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～「絶対儲かる」投資話や「簡単に儲かる」とうたう情報商材は要注意～
「１日数分の作業で月に数百万円を稼ぐ」「○万円が○億円になる投資法」といったお金儲けのノウハウと称して、
インターネット等で取引される情報商材や副業サイトに関連する相談が増えています。

例年、年末は交通事故が増加する傾向にあり、重大な交通事故の発生が心配されます。また、飲酒の機会が
増える時期でもあり、飲酒運転による交通事故の発生も懸念されます。
そこで、運動重点に沿った交通安全運動を県民総ぐるみで展開し、県民一人ひとりが交通ルールを遵守し、
交通マナーを実践することにより、交通事故の防止を図ります。

実施期間 ： 平成３０年１２月１０日（月）から１２月１９日（水）
スローガン ： ～その一杯 愛車も走る凶器に 早変わり～

飲酒運転をなくすための３つの約束
飲酒運転は絶対に「しない！」「させない！」

約束１

約束2

約束3

お酒を飲んだら運転しない

運転する人にはお酒を飲ませない

お酒を飲んだ人には運転させない

運動の重点
１. 飲酒運転の根絶

2. 子どもと高齢者の交通事故防止

「ちばサイクルール」※を活用し、自転車に乗る前の準備と乗るときのルール
について家族全員で話し合い理解を深め、ルールを守って利用しましょう。

３. 自転車の安全利用の推進（特に、「ちばサイクルール」の周知徹底）

シートベルトやチャイルドシートは事故に遭った際に車外への放出
を防止します。あなたや、同乗者の命を守るため、シートベルトや
チャイルドシートを着用しましょう。

４. 後部座席を含めた全ての座席のシートベルトと
　 チャイルドシートの正しい着用の徹底

（政府広報オンライン）※「ちばサイクルール」
　県民の皆様に守っていただきたい
　自転車の安全利用ルールを
　10項目にまとめたものです。

▶


